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Fig.7Photographsof-thetypicalspecimenspreparedinthe
presentstudy.
酸処理の塩酸濃度については,10N (規定濃度),5N,
2.5Nについて実験を行った｡5Nと2.5Nでは溶出速度に大
きな差は認められなかったが,10Nでは逆に溶出は遅くな
った｡10Nではシリカリッチ相の溶解再析出により,細孔
の閉塞が起こったことなどが考えられるが,明確な結論は
得られていないOまた,環境負荷の観点からすると,塩酸
ではなく酢酸のような弱酸が利用できることが望ましいo
B203の回収再利用とともに,今後の課題としたい｡
4 結論
都市ゴミ溶融スラグの新規 リサイクルプロセスの開発
を試みたO溶融スラグに B203を添加して作製したガラス
に対して,ガラス転移点以上の温度において熱処理を施す
ことによりスラグガラスを分相させることができること
を見出した｡さらに,分相後のスラグガラスを酸処理する
ことにより,スラグガラスからFeとCaをほぼ完全に除去
することが可能であり,純度の高いSiO2ガラスを得ること
に成功した｡こうして得たガラス固化体は,可視域に光吸
収を示さず,無色透明であった｡本研究により開発した処
理方法を用いることにより,都市ゴミ溶融スラグをガラス
の原料や SiO2ガラスの代替ガラスとして再利用可能であ
ることが明らかとなった｡実用化については,いくつかク
リアすべき課題も残されてはいるものの,骨材以外-の再
利用方法は現時点では提案されておらず,本研究で得られ
た成果は溶融スラグのリサイクルにおける新たな可能性
を拓くものであると言えるO
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